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市町村名 渡名喜村

令和２年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

４－① 観光振興整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-３-（12）-ア

観光リゾート産業の振興

担当部課名 経済課
事業実施

（予定）年度
平成27～令和２年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-１-（1）

事業内容 観光案内所や観光スポットである東浜周辺の整備を行うことで、受入体制を整え、観光客の利便性を確保する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

R１年度 R１年度（繰越） R２年度 R２年度（繰越） 年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 171,629 135,064

(b)予算現額 137,649 134,860

(c)増減額(b-a) ▲ 33,980 0 ▲ 204 0 0

(d)繰越額 61,385 81,620

A．計(b+d) 137,649 61,385 134,860 81,620 0

B．執行済額 61,985 61,385 53,240 81,620

うち交付金充当額 49,588 43,744 42,592 65,296

次年度繰越額 70,059 0 81,620 0

執行率（％）(B/A) 45.0% 100.0% 39.5% 100.0%

予算の状況の説明
新型コロナウイルス感染症対策として緊急事態宣言下における来島自粛要請（令和３年１月１９日～）に伴い、労務者の
確保に不測のに日数を要したことから、年度内の完了が困難となったため、81,620千円を繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R２活動目標（指標）

達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

島尻毛散策道の整備

目　標 実施

実　績 実施

ターミナル周辺の整備

目　標 実施

実　績 実施

達
成
状
況
説
明

島尻毛散策道の整備、ターミナル周辺の整備を完了し、目標を達成できた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R2成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

目標値
（　年度）

利便性の確保が図られていると評価する観光
客の割合８０％以上（アンケートにより算出）

目　標 ８０％以上

実　績 未実施

【参考指標】
目　標 実施

実　績 実施

進
捗
状
況
説
明

観光案内所や観光スポットである東浜周辺の整備を行うことで、受け入れ体制を整え、観光客の利便性を確保した。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・観光客の満足度や利便性の向上に向け、継続的な管理が重要となる。また、整
備した施設等の利用についても積極的に取り組む必要がある。

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、本村への来島自粛要請が続い
ている為、成果目標であるアンケート調査の実施ができない状況となっている。

・整備した施設等の維持管理を徹底するほか観光客向けのツアーやガイド
等での利用や情報発信に取り組み利用者数の増加及び満足度の向上に
繋げる。

・成果目標については、アンケート調査以外に効果的な目標設定が難しい
ため現状のままアンケート調査を継続する。

今後の取り組み方針

・美化作業等を積極的に行い維持管理に注力するほか、本事業を通して整備した施設等の利用を促進するような取り組みを実施していく。

・次年度以降についてもアンケート調査を実施し、成果目標を達成できるよう取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

134,860 134,860 107,888 26,972

渡名喜村
134,860千円

委託料（工事現場技術）
1,760千円

(株)協和建設コンサルタント
（島尻毛散策道等整備工
事現場技術業務委託）

工事請負費（散策道等の
整備）

133,100千円
大友建設(株) （島尻毛散策道等整備工事）

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

〇委託及び工事の業者選定は指名競争入札により実施し
ており、妥当であったと考えている。
〇費目、使途について事業目的達成の観点から必検査、確
認しており、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。



( ） （ 工事監理業務の実施） （ ） （ ）

工事監理業務の完了

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

渡名喜村旅客ターミナルの建設については、令和3年9月で整備が完了し、同月から供用が開始されている。

【参考指標】
渡名喜村旅客ターミナル改築工事及び監理業
務の完了

目　標 100%

実　績 100%

渡名喜村旅客ターミナル改築工事及び監理業
務

目　標 工事完了

実　績 工事完了

達
成
状
況
説
明

令和2年度に建築工事、電気工事、機械設備工事、工事監理業務を実施し、令和３年度に工事及び監理業務を完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R2成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

目標値
（　年度）

目　標

実　績

渡名喜村旅客ターミナル改築工事（建築・電
気・機械）の実施

目　標
建築工事・電気工
事・機械設備工事
の実施

実　績
建築工事・電気工
事・機械設備工事
の完了

予算の状況の説明
想定外の仮設工事や、コロナ過における作業員の確保等により、不測の日数を要したため、予定していた工期に大幅な
遅れが生じ145,431千円を令和3年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R2活動目標（指標）

達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

渡名喜村旅客ターミナル改築工事監理業務の
実施

執行率（％）(B/A) 36.9% 100% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 156,316

うち交付金充当額 73,039 116,424

B．執行済額 91,299 145,531

A．計(b+d) 247,615 145,431 0 0 0

(d)繰越額 145,431

(c)増減額(b-a) ▲36,285 0 0 0

R5年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 283,900

(b)予算現額 247,615

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

R2年度 R2年度（繰越） R3年度 R4年度

総務課
事業実施

（予定）年度
平成31年～令和2年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-９

事業内容
観光客への情報提供、特産物のＰＲや販売場所の整備をすることで、利用者の満足度を上げ、観光リピーターの増加とさらなる観光客誘致に繋
がるよう、渡名喜村景観村づくり条例や沖縄県福祉のまちづくり条例に沿った旅客ターミナルの建築を行う。

市町村名 渡名喜村

令和２年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

５－① 渡名喜村旅客ターミナル　整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-２-（６）-ア

地域特性に応じた生活基盤の
整備

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
・適正に指名競争入札を実施しており妥当である。
・基本設計、実施設計、検討委員会、住民説明会を実施し
事業内容に見合った規模である。
・請負契約に基づき甲乙同意しており妥当である。
・本事業の目的に限定されている。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

有限会社広設備工業
19,800千円

渡名喜村旅客
ターミナル改築
工事（機械）

合資会社明光電気
10,560千円

渡 名 喜 村 旅 客
ター ミナル改築
工 事 （ 電 気 ）

渡名喜村
（241,097）

委託料
4,367千円

有限会社めーばる設計工房
4,367千円

渡 名 喜 村 旅 客
ター ミナル改築
工 事 監 理 業 務

工事請負費
236,730千円

有限会社南風原工務店
206,370千円

渡名喜村旅客
ターミナル改築
工事（建築）

241,097 241,097 192,877 48,220

今後の取り組み方針

渡名喜村のＰＲや情報提供（パンフレット、ポスター等）を行い、ターミナルにアンケートボックスを設置し利用者に対してアンケート調査を行い、利便性や満足度（８
０％）確保に向けた取組みを行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

ターミナルの完成により、情報提供や特産品のＰＲ・販売場所の提供が確保され
たことから、今後の施設有効利用と利用者の利便性向上について取り組んでいく
必要がある。

アンケート等により利用者から意見を聴取し、ターミナルの利便性・満足度
確保に向けた取り組みに力を入れる。



( 基本設計の実施 ） （ ） （ ） （ ）

基本設計の完了

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( 設計完了 ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 渡名喜村

令和２年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

７－① 渡名喜村多目的拠点施設整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（４）－（イ）

災害に強い県土づくりと防災体
制の強化

担当部課名 教育行政課
事業実施

（予定）年度
平成26年～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１０（２）、Ⅲ－９、Ⅲ－４

事業内容
村民の子育て環境の整備、健康増進、観光振興に加え、村民や観光客を自然災害から守るため、子供預かり所、老人福祉施設、歴史民俗資料
館、災害時避難施設などからなる多目的拠点施設を整備する。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和４年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

R1年度 R2年度 R2年度（繰越） R3年度 R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 16,390

(b)予算現額 15,510 92,175

(c)増減額(b-a) ▲ 880 92,175 0 0 0

(d)繰越額 0 0 51,750

A．計(b+d) 15,510 92,175 51,750 0 0

B．執行済額 15,510 40,425 51,750

うち交付金充当額 12,408 31,020 41,400

次年度繰越額 0 51,750 0

執行率（％）(B/A) 100.0% 43.9% 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明
悪天候等による資料採取の遅れや、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う納期の遅延が生じたため、不測の日数を
要したことから、年度内完了が困難となったため、51,750千円を令和３年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R2活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

渡名喜村歴史民俗資料館の実施設計業務、展
示制作工事及び工事監理業務委託の実施

目　標
実施設計業務、展
示制作工事、工事
監理業務の実施

実　績
実施設計業務、展
示制作工事、工事
監理業務の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

令和２年度内に完了はできなかったが、令和３年度に完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R2成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R1年度 R2年度 R3年度

目標値
（　年度）

渡名喜村歴史民俗資料館の実施設計業務、展
示制作工事及び工事監理業務委託の実施

目　標
実施設計、工
事、工事監理
業務の実施

実　績 完了
実施設計、工事、工
事監理業務の実施

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

令和２年９月に実施設計業務、令和３年７月に展示制作工事、工事監理業務が完了した。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・渡名喜の歴史、民俗、自然について、村民及び村出身者がアイデンティティーを
形成し、渡名喜について誇りを抱けるような資料館にしていく。

・子どもたちの学習の場、村民が交流し、活動できる場、観光客に渡名喜の魅力
を発信し、村づくり、村おこしにつながるような資料館にしていく。

「基本計画」及び「展示基本計画」を基に、展示構想、造形制作、映像制
作、資料収集について、検討委員会で審議を重ねていく。

今後の取り組み方針

令和３年度の事業完了に向けて、展示構想、造形制作、映像制作、資料集について、検討委員会等で審議を重ね、資料館建築に取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

92,175 90,525 72,420 18,105 1,650

渡名喜村
92,175千円

委託料
　　12,980千円

(有)め～ばる設計工房
9,625千円

（歴史民俗資料館展示制作工事設計業務）

(有)め～ばる設計工房
3,355千円

（歴史民俗資料館展示制作工事監理業務（１工区））

工事請負費
79,195千円

(株)乃村工藝社
79,195千円

（歴史民俗資料館展示制作工事（１工区））

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
・適正に指名競争入札を実施しており妥当である。
・検討委員会において協議を重ね、事業内容、目的に見
合った規模等を検討しており、適正である。
・請負契約に基づき甲乙同意しており妥当である。
・費目、使途は事業の目的に沿っており、適切である。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。


